

























て日本の父親の帰宅時間は 20 時台以降が 60％以上となっており、日本は父親の帰
宅時間が遅いということもあります。これでは家事の時間をつくるのが難しい。で
はどうしたら男の生活の感度を上げることができるか。一つの解は、消費行動に注
目することがあります。「男」は、もう少しパソコンといった生産ベースのアイテ
ムではなく生活雑貨などの消費ベースのアイテムに目を向けて生活の感度を上げて
いく、というのが今回の私の結論です。詳しい話はまた聞きに来てください。
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